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報告 

医史学研究者岩熊哲の旧蔵本 
－「日本医学史覚書」－ 

相部 久美子 † 
<抄録> 
医史学研究者岩熊哲が執筆した「杏仁醫館随筆」の記事を基に医学図書館貴重図書室で発見した書籍「日本医

学史覚書」が岩熊哲の旧蔵本である可能性について調査し，同書籍と関連する人物について調べた事項について

報告する． 
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1. はじめに 
医学図書館所蔵の「杏仁醫舘文庫」と旧蔵者の医史

学研究者であり医師の「岩熊哲」に関して「九州大学

附属図書館研究開発室年報 2014/2015」1に報告してか

ら 4 年の歳月が流れた．報告時に 222 冊であった「杏

仁醫舘文庫」は継続調査及び整理の結果，目録登録冊

数が 2019 年 3 月末時点で 600 冊に達した． 
「杏仁醫舘文庫」の照合は，岩熊哲が使用した蔵書

印等の有無の確認と，解剖学教室が購入した受入時の

備品番号および受入年月日（昭和 18 年 10 月 12，13，
15 日）によるが，調査の過程でそれ以降に「生理学教

室」が購入した書籍の中に「岩熊哲」の旧蔵書が含ま

れている事が判った．その書籍が本稿での主要テーマ

であるが「岩熊哲」が書いた「杏仁醫舘随筆」が同書

籍の発見に導いたので先に「杏仁醫舘随筆」について

説明し後に同書籍及び関連事項について説明する． 
 

2. 「杏仁醫舘随筆」の中から 
岩熊哲が「杏仁醫舘随筆」を「九大醫報」に連載し

始めたのは昭和 9 年 12 月であるが，初回の序文には岩

熊哲の連載開始に対する思いが感じられる 2．その当

時ドイツ医事週報に連載されていたコラム

「Feuilleton」の愛読者であった岩熊哲がそのコラムを

『諸家の興味ある医学的随筆』であると評価し，これ

から始める随筆もそのコラムを目標にしていたと考え

られる．「杏仁醫舘随筆」初号は 2 章で構成され「1．

楽聖ベートヴェンの耳疾」，「2．シルレルが醫たりし

頃」である．西洋史，東洋史，医学，哲学，文学，芸

術，語学の多岐の分野に於ける岩熊哲の見識の高さが

伺え，学生にも判りやすい文章である．「1．楽聖ベー

トヴェンの耳疾」は「Feuilleton」に掲載された記事を

岩熊哲が翻訳し自身の医学的考察を述べ，原因は若い

頃に発症したチフスによる内耳硬化だと終結している． 
2 号には「3．サルワルサン死を繞りて」，「4．国

手 K 先生」が掲載されている 3．両方の章が「岩熊哲」

と同郷の福岡県直方市近郊の医師に関連する． 
「3．サルワルサン死を繞りて」は昭和 9 年執筆当時

岩熊の知人の医師によるサルバルサン投与による患者

（炭鉱夫で悪性黴毒患者）の死が訴訟問題までに発展

した社会的話題について岩熊自身のサルバルサン使用

の診療経験を述べ知人のベテラン医師にサルバルサン

の副作用及び使用方法についてインタビューしている．

その後の文章がこう続く『卒業試験でも受ける時の様

に「サルワルサン」中毒に就いて少し復習しておかう

…言ふ迄もないが製品は新しいのを使用せねばなら

ぬ…私が未だ学生であった頃呉先生の臨床講義で黴

毒性動脈内膜炎の患者で…』学生への講義を彷彿させ

られる文章であり，岩熊哲が「杏仁醫舘随筆」の読者

のターゲットを学生に置いていたのを示す一文である． 
「4．国手 K 先生」は 20 年前に逝去した K 病院経営

者である K 医師についてのエピソードを書いている．

岩熊の文章中に K 医師の実名は公表されていないが，
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直方市中泉の開業医「加来数馬（1862-1916）」である

と推測する 3,4,6．「加来数馬」は当時森下仁丹の宣伝

で新聞広告に「ドクトル K 先生曰く」の推薦文を書い

たのでも知られているが，「岩熊哲」は「加来数馬」

の逝去後「加来夫人」の主治医となり「加来数馬」に

ついて夫人の談話を聞く機会に何度も恵まれ，岩熊と

同郷の尊敬する医師の記録を残して置く事の必要性を

感じこの文章を書いたと推測する．私も「加来数馬」

について調査すると本学にも関係があり郷土の歴史上

の人物である事が判った． 
「加来数馬」は明治 14（1881）年に福岡県立福岡医

学校を卒業した．「大森治豊（1852-1912）」の高弟で

大森の元で県立福岡病院の助手を務めた時期もあった．

明治 14（1881）年に卒業後上京し順天堂医院の佐藤進

（1845-1921）に外科学を東京医科大学教授桜井郁次郎

（1852-1915）に産婦人科学を学び明治 18（1885）年

に直方市中泉に帰郷し開業した．明治 35（1902）年に

東大の「土肥慶蔵（1866-1931）」と共にドイツ私費留

学した．「加来数馬」はドイツ往路の船内で英国国王

戴冠式出席のため乗船中に肺炎を発症した「小松宮殿

下（1846-1903）」を診療し，回復後もイギリスまで同

行を求められ，イギリスに途中下船し報奨金を与えら

れた事は郷土で英雄伝説として語り継がれている．ド

イツのベルリン，ロストック大学で 2 年間皮膚・耳鼻・

泌尿器科学を学び博士学位を修得した．ドイツのロス

トックで宮入慶之助（ 1865-1946 ），高山正雄

（1871-1944），旭憲吉（1874-1930）と一緒に撮影し

た写真を岩熊哲は加来夫人に見せてもらい宮入慶之助

についての率直な感想を記している．帰国後は直方市

中泉の「加来病院（創設時の名称は「済衆医館」）」

で診療に従事したが病院はドイツから輸入した最新の

医療器具を備え医療水準も高く繁栄した．晩年は鞍手

郡医師会会長を務め，福岡県医師会の議員メンバーで

もあった．5 

「杏仁醫舘随筆（その 43）」は「48，柘榴の核」の

タイトルで，編集者からの「軽い読み物を」との要望

に応えて書いた文章である 7．気ままなエッセーであ

るが一貫して本に関する話題が中心となっている． 
最初は哲学者キケロ，モンテーニュの名句について

夏から秋に移り行く季節の描写を交えながら解説して

いる． 
次に学生からの外国語の解釈の問いに岩熊哲がドイ

ツ語辞書『ハイゼ（Heyses Fremdwörterbuch）』を薦め

るのには岩熊哲独自の次の様な一考察があるからであ

る．他のドイツ語辞書に収録されていない日常語句が

ハイゼに収録されているのはドイツ人が自国語に外来

語が混じるのを避けて自国語のみの辞書と外来語（特

殊の語彙）も収録したハイゼを区別して出版したから

であり，日本に於いても日本語の国防運動が推進され

ている同様の現状がある． 
この回には久保猪之吉（1874-1939）の旧蔵本であっ

た河口信任の「解死篇」の入手を逸したが他の版が入

手できた事とカエサルの「ガリア戦記」を文化史的な

側面から捉えた岩熊の独自の解釈が述べられている． 
最後に規定の枚数を埋めるために解剖学教室助教授

の森優（1903-1984）から翻訳出版を勧められ断った岩

熊自身の蔵書である駐日アメリカ公使館通訳官「ノー

ルトン・ホイットニー（ Willis Norton Whitney, 
1855-1918）」が書いた「日本医学史覚書」について書

いている． 
岩熊が翻訳を断った理由について医学史的価値のあ

るものでなく既存の日本の書籍からの引用が多く間違

いも多いからと記し，同書の巻末に収録されているホ

イットニーに廉価に購入され母国であるアメリカの陸

軍衛生文庫に収蔵された（岩熊は死蔵と書いている）

1500 点の貴重な日本の古医書のリスト（Bibliography）
を見て日本の古書籍や古美術・骨董品等が海外に流出

する現状を嘆いている．同書について内容的に貴重で

はないが岩熊哲の所蔵本は献呈本であり著者ホイット

ニーの直筆献辞がある事にふれ『大した事ではないが

私の本の旧蔵者が日本医学と関係の深いシーボルトの

子であるところに面白味がある』と述べている． 
即ち旧蔵者はフィリップ・フランツ・フォン・シー

ボルト（Philipp Franz Balthasar von Siebold, 1796-1866）
の次男のハインリヒ・フォン・シーボルト（Heinrich von 
Siebold, 1852-1908）であった． 

 

3. 「日本医学史覚書」 
岩熊哲が「杏仁醫舘随筆（その 43）」7に記述してい

る「日本医学史覚書」に記載された献辞についての内

容を引用すると『私の蔵本について一寸誌しておきた

い事がある．この本には著者ホイットニイからハイン

リヒ・フォン・シーボルト（日本医学の恩人なるフラ

ンツ・フォン・シーボルの次子，当時は横浜領事をし

ていた）への献辞が書き入れてある．明治 18 年 7 月 5
日の日付である』． 
「日本医学史覚書（Notes on the history of medical 

progress in Japan）」8を医学図書館で所蔵しているかど

うか九大コレクションで探すと見つからなかったが

「CiNii」で調べると九大医学図書館所蔵となっている．

更にローカル目録データーを調査する（調査日は 2015
年 9 月 14 日）と現物不明のために「2001 年 5 月 15 日」

に九大コレクションでは所蔵表示を隠している事が判

った．実際に貴重図書室，展示室，その他の書架を調

査したが現物は見つからなかった．しかし調査を続行

すると貴重図書室の所定以外の場所で発見した．      
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見つかった「日本医学史覚書」（図 1）には赤色の「館

内閲覧」のラベルが貼られていた．このラベルが貴重

書に貼られる事は少ないので何らかの事情があり特別

に扱われ別置されていた可能性が強い．中を開くと確

かに献辞があった．『To Baron H. von Siebold with 
Compliments of W. Norton Whitney July 6/85』 翻訳する

と「謹呈 H. [ハインリヒ]・フォン・シーボルト男爵

へ W. Norton Whitney 1885 年[明治 18 年]7 月 6 日」 

（図 2） 
生理学教室の同書籍には岩熊哲の記載通りの献辞は

あったが，岩熊の文章中の日付『7 月 5 日』に対し記

載されている日付は「7 月 6 日」で「岩熊哲」が使用

した蔵書印も「解剖学教室」の教室印も無く，生理学

教室の蔵書印と備品番号「16794」の記載がある．生理

学教室の図書受入原簿を見ると「昭和 19 年 6 月 3 日」

に 50円で「Zeittafeln zur Geschichte der Medizin / von J. L. 
Pagel．（備品番号「16795」12 円）と共に「山内嘉兵衛

（福岡市千代町の山内書店）」から購入されている．昭

和 19（1944）年は岩熊哲逝去の翌年であり「杏仁醫舘

文庫」が解剖学教室で購入された翌年である．現物を

開くと本文の所々に「杏仁醫舘文庫」の書籍と同様に

赤・青の線が引かれ書き込みがされている．また購入

書店も同じく「山内嘉兵衛」である．岩熊哲の「杏仁

醫舘文庫」との共通点を見出した． 
生理学教室の「日本医学史覚書」については昭和 34

（1959）年に当館司書「山川幸雄」によって生理学教

室購入の珍本として紹介されている 10,11.その紹介記事

によるとウィスコンシン大学の脳神経学者リース博士

（Hans Henry Reese, 1891-1973）が九大医学部に昭和 34
（1959）年の春から夏にかけて 3 ヶ月間研究のために

滞在した際に「杉田玄白」の伝記の閲覧を所望し医学

図書館図書館員が調査し差し出したのが「日本医学史

覚書」で，リース博士は 2 か月間借用し返却の際に献

辞の情報を伝え，その時に図書館は初めて貴重書であ

る事を知った．（実際に以前は一般書として貸出され

ていたらしく裏表紙にブックポケットの形跡がある）

購入者である生理学教室の棚橋助教授（棚橋陽吉）も

知らなかった様である．棚橋助教授は医学史に興味が

あり教室予算に余裕が生じ他の医学史関係図書（上記

Zeittafeln zur Geschichte der Medizin を指すと推測する）

と一緒に購入したのである． 
リース博士について調査するとドイツ生のアメリカ

人フットボール選手で 1912 年のオリンピック出場経

験もあり第 2 次世界大戦中はスパイ活動もしていた変

わった経歴を持つ医学者である 12．杉田玄白の伝記に

興味を示したのは九大滞在の前に出席した「第 15 回日

本医学会総会」の記念バッジが杉田玄白の肖像が 

 
図 1 

 

 

図 2 
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モデルになっていたのが一因であると推測され 10,11，

「日本医学史覚書」の扉絵には杉田玄白の肖像画が掲

載されている．（図 3） 
 

 

図 3（「日本医学史覚書」扉絵） 

 

4. 生理学教室購入の「日本医学史覚書」と「杏仁醫

舘文庫」を比較して 
生理学教室購入の「日本医学史覚書」が岩熊哲旧蔵

本である可能性について調査した．幸い「日本医学史

覚書」には前章で述べたように書込みが多い．「杏仁

醫舘文庫」の中で書込みのある書籍を数冊選んで「日

本医学史覚書」の書込みの文字と見比べた． 
「日本医学史覚書」362 頁の中央左端の書込み「松

岡玄達」の「松」の字（図 4）と「杏仁醫舘文庫//228 
http://hdl．handle．net/2324/1000890629」に挟み込まれ

ていた岩熊哲のメモの下部に記載された「落葉松」の

「松」の字（図 5）は特徴が似ている． 
赤色・青色のペンで書いた丸印や枠線，下線引きも

「杏仁醫舘文庫」で数多く見られる岩熊哲旧蔵本の特

徴である．次の 2 図が該当する．「日本医学史覚書」336，
337 頁（図 6）と「杏仁醫舘文庫//235 http://hdl．handle．
net/2324/1001604398」22，23 頁 （図 7）である． 
単語や文章の 1 部分を囲むのも岩熊哲旧蔵本では多

く見られる． 
「日本医学史覚書」348，349 頁（図 8）と「杏仁醫

舘文庫//239  http://hdl．handle．net/2324/1001604551」 

174，175 頁（図 9）である． 
私は生理学教室購入の「日本医学史覚書」は岩熊哲

の旧蔵本の確信を持った．岩熊哲は「杏仁醫舘随筆」

にこの献辞について書く際に現物を確認せずに記憶の

みで書いたのでないだろうか．記憶の中で 1 日違いは

有りがちであるし単に書き誤ったのか編集ミスなのか

考えられる要因は多数ある． 
また「日本医学史覚書」と同時に購入された書籍

「Zeittafeln zur Geschichte der Medizin （WZ 30/P 
132/1908 c.1）9 http://hdl．handle．net/2324/1000708678」
（図 10）にも岩熊哲旧蔵本と同じ特徴が見られる．こ

の書籍も岩熊哲の旧蔵本の可能性が強い． 
 

5. Dr. Whitney と H. von Siebold 
ホイットニーと小シーボルト（父親のシーボルトに

対して息子の H．von Siebold は小シーボルトと称され

る）に関する文献を読む 13-17と両者が同時代に同じ地

域（赤坂氷川町の赤坂氷川神社の近く）に居住し外交

業務に従事した等の共通点に気付いた．両者の経歴及

び関わりのある歴史上の人物について（ホイットニー

を中心に）文献から取得した事柄を簡単にまとめた． 
日本での滞在期間はホイットニーが明治 8（1875）

年から明治 44（1911）年で小シーボルトは明治 2（1869）
年から明治 28（1895）年である． 
ホイットニーは 20 歳で来日後医学を学び明治 11

（1878）年から 1 年間金沢で英語教師をしながら医学

の勉学に励んだ．東京に戻り東京大学医学部に入学（聴

講生だと思われる）し 2 学年を修了し明治 13（1880）
年にアメリカのペンシルベニア大学医学部 3 年に入学

し明治 14（1881）年医学の学位を修得し翌年（1882）
日本に戻った．明治 16（1883）年駐日アメリカ公使館

通訳官を任じられ明治 28（1895）年まで従事した．公

務の傍ら明治 16 年に赤坂氷川町 17 番地に診療所を開

業した．診療所は規模を広げ「赤坂病院」になり「赤

坂病院」は「教会」「社会事業」も行った． 
ホイットニー家は歴史上の人物と関係が深い．来日

前ホイットニーの父が校長を務めていたニューヨーク

の実業学校の学生であった富田鉄之助 14（1835-1916，
留学当時はニューヨーク領事心得から副領事を務め，

後の日本銀行総裁）はホイットニー宅に寄宿しホイッ

トニーの母から英語（聖書）を学んだ．富田鉄之助は

日本でのキリスト教普及と日本に新しく設立する「商

法講習所（後の一橋大学）」の教職をホイットニーの

父に打診し父は受諾した．ホイットニー一家は明治 8
（1875）年に来日し勝海舟が赤坂氷川町の敷地内に新

http://hdl.handle.net/2324/1000890629
http://hdl.handle.net/2324/1001604551
http://hdl.handle.net/2324/1000708678
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築した家に居住した．富田鉄之助は勝海舟の氷解塾生

であった．富田鉄之助は福沢諭吉を媒酌人として福沢

諭吉邸で明治 7（1874）年杉田玄白の曽孫の杉田縫と

結婚している．ホイットニーの妹クララ（1860-1936）
は勝海舟の三男の勝梅太郎（1864-1925）と明治 19
（1886）年に結婚した．小シーボルトも明治 10（1877）
年より松平忠行宅を借り受け赤坂氷川町 43 番地（氷

川神社近くで現在日本銀行氷川寮の敷地内）に居住し

ている 15．富田鉄之助は明治 15（1882）年に「初代日

本銀行副総裁」に明治 22（1889）年に「第 2 代日本銀

行総裁」に就任している．勝海舟，富田鉄之助，ホイ

ットニー，小シーボルト間に繋がりがある． 
小シーボルト 15-17 は明治 5（1872）年にオーストリ

ア・ハンガリー公使館の通訳官に採用され明治 5
（1872）年に在日オーストリア・ハンガリー公使館臨

時通訳見習いになり明治 16（1883）年に同公使館主任

事務官になり明治 20（1887）年に代理公使に就任した．

「日本医学史覚書」をホイットニーから贈呈されたの

は在日オーストリア・ハンガリー公使館主任事務官の

時である．小シーボルトは明治 12（1879）年に「日本

考古学覚書（Notes on Japanese Archaeology」を出版し

ている．小シーボルトの膨大な数の日本研究コレクシ

ョンは美術・工芸・衣料・装飾品・アイヌ関係・考古

学等多岐にわたるが書籍の収集について調べると「ベ

ルリン国立図書館東洋部門」に和書 100 冊，「ウイー

ン・オーストリア国立民族学博物館」に和書 500 冊が

収蔵されていた 18． 
 

6. おわりに 
「日本医学史覚書」に関する岩熊哲が書いた数行の

記事が目に留まり所在が不明だった「日本医学史覚書」

を見つける事ができた．貴重資料を記録に残して置く

事の大切さ，更に正確な記録を残す事の重要性を改め

て感じた．以前に眼科学教室旧蔵資料を目録整理した

時に書込みの特徴が「杏仁醫舘文庫」と類似資料があ

った．その資料も岩熊哲旧蔵本の可能性がある．岩熊

哲旧蔵本を探し出すヒントの鍵は「杏仁醫舘随筆」の

中にあるかも知れない． 
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